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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

 先勝 女    

旧 1 月 25 日   

水曜    15  
「
般
涅
槃
」
は
一
切
の
煩
悩
を
断
じ
た
境
地
、
完
全
な

悟
り
を
意
味
し
ま
す
。 

仏
さ
ま
は
教
え
を
説
い
た
後
に
世
の
中
か
ら
姿
を
消

し
て
し
ま
う
の
で
入
滅
と
も
い
い
ま
す
。
い
つ
で
も
仏

さ
ま
に
会
え
る
と
思
う
と
、
人
は
慣
れ
て
真
剣
に
聞
こ

う
と
い
う
気
持
ち
を
失
く
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。 

仏
さ
ま
が
一
生
を
捧
げ
た
大
切
な
教
え
を
護
り
伝
え

て
い
く
よ
う
に
と
私
た
ち
に
託
し
、
涅
槃
に
入
ら
れ
る

の
で
す
。 

  

般
涅
槃 

「
一
切
の
煩
悩
を
断
じ
た
境
地
」 

地
、
完
全
な
悟
り
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

は
つ 

 
 

ね 
 

 

は
ん 

 

く
ょ
う 

 

せ
つ 

 

べ
ん 

 
 

ざ
い 

釈尊涅槃会 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

 友引 虚    

旧 1 月 26 日   

木曜    16  
仏
さ
ま
が
般
涅
槃
し
て
世
の
中
か
ら
姿
を
消
し
た
後
、

遺
さ
れ
た
人
々
は
ご
遺
骨
を
埋
め
て
七
宝
で
飾
っ
た

塔
を
起
て
ま
し
た
。 

塔
を
起
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
仏
さ
ま
の
徳
を
讃
え
る

と
と
も
に
、
そ
の
教
え
を
永
く
受
け
継
い
で
い
こ
う
と

す
る
決
意
を
表
し
て
い
ま
す
。 

世
界
各
地
に
残
る
仏
舎
利
塔
や
五
重
塔
は
、
現
在
ま
で

仏
さ
ま
の
教
え
を
受
け
継
い
で
き
た
象
徴
で
す
。 

そ
の
思
い
を
未
来
ま
で
受
け
渡
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

  

起
七
宝
塔 

「
塔
は
仏
の
教
え
を
受
け
継
ぐ
象
徴
」 
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し
っ 

 

ぽ
う 

 

と
う 

宗祖降誕会 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

 先負 危    

旧 1 月 27 日   

金曜    17  
弥
勒
菩
薩
は
お
釈
迦
さ
ま
の
次
に
仏
陀
と
な
る
菩
薩
。 

｢

阿
逸
多｣

の
名
で
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

法
華
経
序
品
第
一
で
は
、
目
の
前
に
現
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
奇
瑞
に
に
つ
い
て
、
弥
勒
菩
薩
が
皆
を
代
表
し
て
文

殊
菩
薩
に
質
問
し
ま
す
。 

皆
の
疑
問
を
取
り
除
き
た
い
と
い
う
弥
勒
菩
薩
の
慈

悲
の
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、
文
殊
菩
薩
も
ま
た
慈
悲

の
気
持
ち
で
、
そ
の
智
慧
を
も
っ
て
お
答
え
に
な
り
ま

し
た
。 

  

弥
勒
菩
薩 

「
弥
勒
菩
薩
が
問
う
」 

 

妙
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華
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ろ
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

 仏滅 室    

旧 1 月 28 日   

土曜    18  
文
殊
菩
薩
は
文
殊
師
利
菩
薩
の
略
称
。 

智
慧
第
一
と
い
わ
れ
る
文
殊
菩
薩
は
様
々
な
経
典
に

登
場
し
教
え
を
説
い
て
い
ま
す
。 

法
華
経
序
品
第
一
で
は
、
文
殊
菩
薩
は
法
王
の
御
子
で

あ
り
、
過
去
世
に
お
い
て
多
く
の
仏
さ
ま
に
仕
え
て
き

た
経
験
も
あ
る
の
で
、
こ
の
奇
瑞
に
つ
い
て
も
応
え
て

く
だ
さ
る
だ
ろ
う
と
、
弥
勒
菩
薩
が
質
問
し
ま
し
た
。 

文
殊
菩
薩
は
、
過
去
世
に
お
い
て
往
時
の
仏
さ
ま
が
同

じ
奇
瑞
を
示
さ
れ
た
と
説
き
始
め
ま
す
。 

  

文
殊
師
利
菩
薩 

「
文
殊
菩
薩
が
答
え
る
」 
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も
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さ
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

  大安 壁    

旧 1 月 29 日   

日曜    19  
栴
檀
と
い
う
香
木
に
風
が
吹
く
と
、
あ
た
り
一
面
に
良

い
香
り
が
広
が
り
、
人
び
と
に
悦
び
を
与
え
ま
す
。 

良
き
教
え
も
栴
檀
の
香
風
と
同
じ
よ
う
に
人
々
の
心

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

仏
さ
ま
の
側
に
い
る
と
心
が
清
め
ら
れ
、
優
し
く
な

り
、
勇
気
が
湧
い
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

私
た
ち
も
仏
さ
ま
の
教
え
を
学
び
、
少
し
で
も
仏
さ
ま

に
近
づ
け
る
よ
う
振
る
舞
い
、
周
り
の
人
の
心
を
清
め

悦
び
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。 

    

栴
檀
香
風 

悦
可
衆
心 

 

「
人
々
に
悦
び
を
与
え
る
風
が
吹
く
」 

 

妙
法
蓮
華
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序
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第
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せ
ん 

だ
ん 

こ
う 

ふ
う 
 

 
 

え
っ 

か 
 

し
ゅ 

し
ん 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

 雨水 友引 奎    

旧 2 月 1 日   

月曜    20  
仏
さ
ま
は
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
、
仏
の
国
土
を

清
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

清
ら
か
な
国
土
を
実
現
す
る
た
め
に
働
い
た
の
は
仏

さ
ま
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
で
す
。 

仏
さ
ま
の
教
え
を
信
じ
、
そ
の
教
え
に
従
っ
て
、
そ
の

国
土
が
少
し
で
も
清
ら
か
に
す
る
よ
う
に
と
努
め
て

い
け
ば
、
仏
さ
ま
の
願
い
も
叶
う
の
で
す
。 

お
釈
迦
さ
ま
も
今
こ
の
娑
婆
世
界
に
住
む
私
た
ち
が

安
穏
な
国
土
を
築
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
で
す
。 

   

以
是
因
縁 

地
皆
厳
浄 

「
仏
さ
ま
は
何
故
こ
の
地
を
清
め
た
の
か
」 
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か
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ご
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ょ
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

2 月   日   

 先負 婁    

旧 2 月 2 日   

火曜    21  
「
聖
主
」
は
悟
り
大
勢
を
導
く
人
。
最
も
勝
れ
た
人
を

獅
子
に
た
と
え
ま
す
。「
師
子
」
と
「
獅
子
」
は
同
義
。 

獅
子
は
兎
を
獲
る
と
き
も
、
象
を
倒
す
と
き
も
同
じ
よ

う
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。 

仏
さ
ま
は
知
恵
の
あ
る
人
に
も
、
物
を
知
ら
な
い
人
に

も
同
じ
よ
う
に
全
力
で
教
え
を
説
か
れ
ま
す
。 

獅
子
の
よ
う
に
全
力
で
、
最
も
深
い
教
え
を
そ
れ
ぞ
れ

の
理
解
力
に
応
じ
て
説
き
、
同
じ
悟
り
の
世
界
ま
で
導

い
て
下
さ
る
の
が
「
聖
主
師
子
」
で
す
。 

  

聖
主
師
子 

「
全
力
で
導
く
仏
さ
ま
」 
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法
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じ
ょ
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じ
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<

略> 
復
見
諸
仏
。
般
涅
槃
者
。
復
見
諸
仏
。
般
涅
槃
後
。
以
仏
舎
利
。
起
七
宝

塔
。
爾
時
弥
勒
菩
薩
。
作
是
念
。
今
者
世
尊
。
現
神
変
相
。
以
何
因
縁
。

而
有
此
瑞
。
今
仏
世
尊
。
入
于
三
昧
。
是
不
可
思
議
。
現
希
有
事
。
当
以

問
誰
。
誰
能
答
者
。
復
作
此
念
。
是
文
殊
師
利
法
王
之
子
。
已
曾
親
近
供

養
。
過
去
無
量
諸
仏
。
必
応
見
此
。
希
有
之
相
。
我
今
当
問
。 

 
 

 
 

<

略> 

 

文
殊
師
利 

導
師
何
故 
眉
間
白
毫 

大
光
普
照 

雨
曼
陀
羅 

 

 

曼
殊
沙
華 

栴
檀
香
風 
悦
可
衆
心 

以
是
因
縁 

地
皆
厳
浄 

 

而
此
世
界 

六
種
震
動 

時
四
部
衆 

咸
皆
歓
喜 

身
意
快
然 

 

得
未
曾
有 

眉
間
光
明 

照
于
東
方 

万
八
千
土 

皆
如
金
色 

 

従
阿
鼻
獄 

上
至
有
頂 

諸
世
界
中 
六
道
衆
生 

生
死
所
趣 

 

善
悪
業
縁 

受
報
好
醜 

於
此
悉
見 

又
覩
諸
仏 

聖
主
師
子 

法華経 日めくり 令和５年（2023）2 月③ 


